
■笑恵館のなるほどデイ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 232 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 今週のトピックス：笑恵館のなるほどデイ 

 

12 日、僕は女所帯の母と妹が心配になり、午後から土砂降りの中バイクで駆けつけました。 

上陸前の台風 19 号は、中心気圧 935 hPa、瞬間最大風速 60m という怪物で、こんな風が都心で吹いたらビルや

看板などどうなるか。 

箱根では 1000 ミリを超える雨が降ったようですが、こんな雨が都心を襲ったら地下鉄はどうなるのか。 

とにかく、巨大台風に襲われた経験のない東京がどうなるのか、僕は本当にドキドキしながら夜を迎えました。 

でも、悲劇は起こらずに済みました。 

もちろん川の氾濫など甚大な被害が発生し、被災された皆さんには心からお見舞い申し上げますが、この程度で

済んだか･･･と内心ほっとしています。 

 

そしてもう一つ良かったことは、笑恵館や一宮庵など、僕の関わる建物がとりあえず無事だったこと。 

日本で土地利用の永続化に取り組む限り、こうした災害に備えることが避けられないということも、19 号がまざ

まざと教えてくれました。 

こうして生き延びることができて良かったけれど、でも、この安心は長くは続かないでしょう。 

僕の不安は、何一つ解消されていないのですから。 

 

そんな時、ちょうど今週の木曜は、笑恵館のなるほどデイです。 

通常 1,000 円いただいている事業説明会を何度でも無償で開催します。 

僕は朝の 10 時ころから居ますので、気軽にお越しください。 

そして、夜の 18 時からは、持ち寄り食事会を開催します。 

一般の方は参加費 500 円＋持ち寄り一品（またはカンパ 500 円）で参加できますが、こちらは事前に予約してく

ださい。 



今回のテーマはまさに「防災」ということで、災害時の停電を想定した食事をお出しする予定です。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：成功と継続 

 

先日、淵野辺のトーコーキッチンを訪問した。 

https://www.fuchinobe-chintai.jp/toko_kitchen.html 

横浜で仕掛けているいづみプロジェクトのメンバーと一緒に、「まちビズツアー」というイベントのお試しを兼

ねて参加者を募ったところ、二人の建築家が来てくれた。 

トーコーキッチンとは、東郊住宅社の池田社長が立ち上げた食堂で、同社が管理する賃貸不動産の入居者やオー

ナーなどカードキーを持つ関係者だけが入れる食堂だ。 

ある意味で、会員制のような閉じた施設なのだが、関係者の同伴ならば誰でも入れるので、カードキーを持つ人

が施設と地域をつなぐ役割を果たしている。 

これから横浜の反町でスタートする、新しいまちづくりプロジェクトにもちろんのこと、僕にとってもたくさん

のヒントを提供してくれた。 

・ 

池田社長の面白いプレゼンを聞いた後、僕は参加者から感想と質問を求めた。 

すると、N さんが「トーコーキッチンは素晴らしい成功事例だと思うんですが、あえて失敗があるとすれば、ど

んなことですか？」と訊ねた。 

これに対し、池田社長はすごく困った顔をして「ううむ、失敗と言われても思いつかないんですが、見込み違い

でしたらいくつかあります」と、答え始めた。 

僕は、このやり取りを聞いてすかさず割り込んで「皆さん、ここ大事なところですよ。失敗とは、うまくいかず

に辞めること。」というと、「トーコーキッチンはこれからも継続していくので、成功や失敗は通過点なんです。」

と池田社長も笑って答えてくれた。 

・ 

「成功・失敗」と「継続」は違うこと･･･と僕はよく説明するが、このやり取りをきっかけに、僕は少し変化した。 

成功と失敗は終わり方のこと、言い換えると終わりには成功と失敗の 2 種類がある。 

もちろん成功と失敗の間のような、どちらとも言えない半端な結末もあるだろう。 

だが、「成功＝失敗しないこと」ではないので、「失敗しなければ、いつか成功する」と言うわけではない。 

つまり、いくら継続しても、成功で終わる保証はないということだ。 

だとすれば、継続とは何だろう。 

それは「成功を目指し続けること」かもしれないし、「失敗を防ぎ続けること」かもしれない。 

・ 

成功や失敗が結果なら、継続はプロセスだ。 

結果はすでに終わって今はやっていないという意味で客観的だが、継続は今進行中の主観的＝自分自身そのもの

だ。 

結果を他人に評価されるのは仕方ないが、プロセスの真実は他人にはわからない。 

金持ちを目指すプロセスが金持ちという結果を招いても、それが何もせずに楽な状態＝プロセスを意味するなら、

それが成功とは言い切れない。 

豊かになったはずなのに、今の日本の貧しさが、それを如実に示している。 



プロセスと結果をごちゃまぜにして、成功というきれいごとを目指すだけでは何も生まれない。 

失敗を諦めず、見込み違いとして修正し続けることが「トーコーキッチン」の継続を生んでいる。  

・ 

プロセスを終えた結果など、墓標のようなものだ。 

ノーベル賞を生きている人に与えるのは、それを結果でなくプロセスとするためだと僕は思いたい。 

何を残したかでなく、どう生きたのかを知ることで、それを真似たり目指すことができる。 

自分が今、何を継続しているのか。 

そしてこれから、何を継続しようとしているのかを、しっかりと考えたい。 

 

http://nanoni.co.jp/20191013-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）10/14 ◎作業日 終日面談可（青葉台） 

（火）10/15 ◎作業日 16-19 時面談可（渋谷） 

   10-12 時 ●いずみ PJT ミーティング 

（水）10/16 ◎作業日 10-13 時面談可（青葉台） 

（木）10/17 〇10-18 時 面談可（笑恵館） 

10-18 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20 時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

（金）10/18 ◎作業日 10-18 時面談可（青葉台） 

（土）10/19 〇13-18 時 面談可（笑恵館） 

10-12 時 ★地主の学校 ⑨、⑩ 

（日）10/20 ◎休業日 終日面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

10/24 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

10/27 ★名栗の森オーナーシップクラブ１０月例会（名栗） 

11/02 ★地主の学校_21・まつむら塾（笑恵館） 

11/03 ★起業カフェ＠駒澤大学文化祭 

11/09 ★地主の学校_22・まつむら塾（笑恵館） 

11/08 ★カプラー起業交流会（三茶） 

11/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/16 ★地主の学校_23・まつむら塾（笑恵館） 



11/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


